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「安倍政治の終わり」の始まりへ

11月３日
国会を包囲しよう！

　安倍首相は、憲法 9 条の「軍隊と
交戦権否定」を事実上死文化する「憲
法に自衛隊を明記する」改憲案を発
議しようとしています。
　世界に誇る平和憲法を葬り去り、
日本を、世界のどこででもアメリカ
とともに戦争をする国にするわけに
はいきません。11 月 3 日は憲法公
布日、国会前に集まりましょう！

昭和記念公園花の丘のコスモス

　

９
月
30
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖

縄
知
事
選
は
、
故
翁
長
知
事
の
遺

志
を
継
承
し
て
「
辺
野
古
新
基
地

建
設
反
対
」を
掲
げ
た
玉
城
デ
ニ
ー

さ
ん
が
、「
経
済
振
興
」
を
前
面
に

出
し
て
の
「
辺
野
古
隠
し
」
と
い

う
姑
息
な
手
段
を
と
り
、
安
倍
政

権
の
全
面
支
援
を
受
け
た
佐
喜
真

候
補
に
、
大
差
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
民
意
は
明
白
で
す
。
民

意
を
無
視
し
て
辺
野
古
新
基
地
建

設
を
強
行
す
る
こ
と
は
、
断
じ
て

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
９
月
20
日
の
自
民
党
総

裁
選
で
、
安
倍
は
３
選
を

果
た
し
ま
し
た
が
、
民
意

に
近
い
と
さ
れ
る
党
員

票
は
、
札
束
と
脅
し
で
票

固
め
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
55
％
の
得
票
に
留

ま
り
ま
し
た
。
議
員
票
を

82
％
と
っ
た
た
め
圧
勝

に
見
え
ま
す
が
、
党
員
票

と
議
員
票
の
対
比
は
民
意

と
国
会
の
ズ
レ
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。
安
倍
一
強
と

言
っ
て
も
、
足
元
は
必
ず

し
も
盤
石
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
依
然
安
倍
政
権
の
支

持
率
は
危
険
水
域
と
さ
れ
る
30
％

を
切
り
ま
せ
ん
。
最
近
は
、
回
復

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、

私
た
ち
の
運
動
が
ま
だ
ま
だ
力
不

足
だ
と
い
う
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

　

地
道
に
安
倍
の
悪
政
に
対
抗
し

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
し

て
、
来
年
の
参
議
院
選
で
与
野
党

逆
転
を
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く
て

も
改
憲
勢
力
を
３
分
の
２
以
下
に

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ひ
と

つ
積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

頑
張
れ
ば
、
安
倍
は
倒
せ
ま
す
。

沖
縄
知
事
選
に
大
差
で
勝
利

安
倍
の
足
元
は
盤
石
で
は
な
い

安
倍
の
悪
政
に
抵
抗
し
よ
う

この政治を、チェンジする
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安
倍
政
権
下
、
防
衛
予
算
が
増

加
し
続
け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の

言
い
な
り
で
購
入
す
る
イ
ー
ジ
ス

ア
シ
ョ
ア
は
、
当
初
見
積
も
り
の

数
倍
の
６
千
億
円
に
な
る
。
イ
ー

ジ
ス
ア
シ
ョ
ア
は
攻
撃
性
が
高
い
。

朝
鮮
半
島
は
対
話
の
動
き
が
加
速
、

友
好
平
和
の
方
が
有
効
な
対
応
な

の
に
、
安
倍
政
権
は
蚊
帳
の
外
だ
。

　

戦
争
へ
の
反
省
を
基
に
武
器
輸

出
三
原
則
を
確
立
し
、
軍
需
産
業

に
依
存
し
な
い
経
済
構
造
を
築
い

て
き
た
が
、
14
年
に
武
器
輸
出
を

解
禁
。
軍
需
産
業
へ
の
依
存
度
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
軍
学
共
同
の
動
き
も
強

ま
っ
て
お
り
、
15
年
に
「
安
全
保

障
技
術
研
究
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
。

東
大
は
軍
事
研
究
を
否
定
し
て
い

た
が
、
自
民
党
の
圧
力
に
屈
し
研

究
を
解
禁
。
原
子
力
村
と
同
様
、

兵
器
村
が
で
き
る
と
癒
着
し
、
取

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

20
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
新
し
い

憲
法
で
と
、
安
倍
は
18
年
通
常
国

会
で
の
改
憲
発
議
を
考
え
て
い
た

が
、
モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
な
ど
に
よ

り
、
３
月
の
自
民
党
大
会
で
改
憲

案
を
決
定
で
き
ず
、

①
９
条
に
自
衛
隊
明

記
、
②
緊
急
事
態
条

項
、
③
参
議
院
選
挙

の
「
合
区
」
解
消
、

で
は
改
選
一
人
区
の
野
党
一
本
化

を
実
現
し
、
安
倍
を
倒
し
に
い
く
。

　

安
倍
政
権
は
盤
石
で
は
な
い
。

10
参
院
選
以
降
６
回
の
国
政
選
挙

は
安
倍
自
民
党
が
全
勝
し
た
が
、

自
民
の
得
票
数
は
増
え
て
い
な
い
。

17
衆
院
で
も
「
立
憲
＋
希
望
」
の

得
票
は
自
民
票
を
10
％
上
回
っ
て

い
る
。
地
方
に
厚
い
選
挙
制
度
に

助
け
ら
れ
て
自
民
が
勝
っ
た
に
す

ぎ
ず
、
潮
目
が
変
わ
れ
ば
選
挙
結

果
は
大
き
く
変
わ
る
。
得
票
率
が

高
く
な
れ
ば
野
党
が
有
利
に
な
る
。

学習交流会
　

９
月
14
日
、「
安
倍
政
治
を
終
ら
せ
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
学
習
交
流
会

を
開
き
ま
し
た
。
講
師
は
平
和
フ
ォ
ー

ラ
ム
事
務
局
長
の
勝
島
一
博
さ
ん
。
安

倍
政
権
の
危
険
な
性
格
や
こ
れ
か
ら
の

闘
い
方
、
選
挙
結
果
分
析
な
ど
を
懇
切

丁
寧
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
20
名
。
学
習
会
後
の
懇
親
会
も

盛
上
り
、
有
意
義
な
学
習
会
で
し
た
。

国
家
権
力
の
私
物
化
を
許
す

な
！
選
挙
は
勝
て
る
！
総
が

か
り
運
動
で
安
倍
退
陣
を
！

膨
張
し
続
け
る
軍
事
費

武
器
輸
出
解
禁
と
軍
学
共
同

臨
時
国
会
で
改
憲
発
議
狙
う

④
教
育
充
実
の
方
向
性
の
み
確
認
。

　

安
倍
は
、
今
、
臨
時
国
会
で
の

改
憲
発
議
を
狙
っ
て
い
る
。

　

モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
追
及
の
連
続

国
会
前
集
会
等
で
、
安
倍
政
権
を

揺
る
が
す
こ
と
は
で
き
た
が
、
退

陣
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

大
阪
地
検
特
捜
部
の
財
務
省
理

財
局
佐
川
ら
の
不
起
訴
処
分
や
新

潟
知
事
選
で
政
治
の
潮
目
が
変
わ

り
、
内
閣
支
持
率
も
下
げ
止
ま
り
、

国
民
の
多
く
が
反
対
し
た
働
き
方

改
革
法
や
カ
ジ
ノ
法
、
参
議
院
選

挙
制
度
法
が
強
行
採
決
さ
れ
た
。

　

モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑
の
真
相
究
明

と
、
ウ
ソ
で
塗
り
固
め
た
安
倍
退

陣
を
求
め
る
闘
い
を
継
続
す
る
。

　

バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
運
動
を
ま
と

め
た
「
総
が
か
り
運
動
」
に
よ
り
、

日
本
の
平
和
運
動
の
景
色
が
変
わ

り
、
市
民
と
労
働
運
動
、
野
党
の

共
闘
を
形
成
で
き
た
。
19
参
院
選

未
だ
安
倍
退
陣
に
は
至
ら
ず

総
が
か
り
運
動
で
安
倍
退
陣
を

勝島講師

野
党
共
闘
で
安
倍
を
倒
せ
る
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９
月
14
日
に
第
２
回
幹
事
会
と

専
門
部
会
を
開
き
、
10
月
か
ら
３

月
ま
で
の
行
事
実
施
案
を
検
討
し

ま
し
た
。
各
行
事
の
実
施
案
は
別

記
案
内
の
と
お
り
で
す
。

　
「
新
春
の
集
い
」
は
７
月
の
幹
事

会
で
１
月
19
日
の
開
催
を
決
め
て

い
ま
し
た
が
、
他
の
行
動
等
の
関

係
で
、
２
月
２
日
に
日
程
を
変
更

し
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、「
秋
の
親
睦
旅
行
」
は
、

９
月
末
現
在
で
、
参
加
申
込
者
数

が
カ
ラ
オ
ケ
付
個
室
の
使
用
可
能

な
人
数
に
達
し
た
の
で
、
実
施
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り

の
旅
行
会
で
す
。

第２回
幹事会

①
「
新
春
の
集
い
」
日
程
変
更
、

②
親
睦
旅
行
・
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
実
施
細
目
、
③
来
年

春
の
学
習
会
企
画
案
を
確
認

演芸を楽しむ会2019
▼開催日　２月７日（木）
▼演　目　国立演芸場２月上席
　　　　　＊出演者は１月初めに決まる
▼参加費　500 円
　　　　　＊ 65 歳未満 1,000 円
▼募　集　１月に案内送付の予定

学習交流会2019春
３月と５月に連続講座

▼テーマ　「終活」２回連続講座
▼第１回　３月５日（火）
　　　　　＊エンディングノート　　　　
　　　　　＊葬式・お墓事情
▼第２回　５月中旬
　　　　　＊相続など法律関係
　　　　　＊遺族年金等死別後の遺族の生活
▼募　集　第１回は１月に案内送付の予定
　　　　　第２回は４月の予定

新春の集い2019
◆開催日　２月２日（土）
　　　　　11 時 30 分〜 14 時 30 分
◆場　所　飯田橋「楼蘭」
　　　　　（昨年と同じ中国料理店）
◆参加費　３,000 円
　　　　＊昨年同様、参加者のひと言、長寿
　　　　　祝い、開運ジャンケン大会実施
◆募　集　12 月に案内送付の予定

秋のフィールドワーク
■開催日　１０月１６日（火）
■集　合　１０時・東武浅草駅前
■テーマ　東京大空襲跡と墨田の歴史探訪
■コース
　①ガイドの案内で「すみだ郷土文化資料
　　館」の「東京空襲の体験画展」と墨田
　　の歴史展示を見学（１時間程度）
　②昼食後、見番通り等向島界隈、浅草側
　　の待乳山聖天等を散策
　③言問橋浅草側詰付近で解散
　　（14 時半頃の予定）
■参加費　1,000 円（昼食代を含む）
■申込み　今ならギリギリ間に合います

秋の親睦旅行
●実施日　11 月 11 日（日）〜 12 日（月）
●宿　泊　ニュー・グリーンピア津南
●主な行程
　１日目＝新宿集合８時 15 分・８時 30 分発
　　　　　津南着 12 時 30 分
　　　　　お昼は各自、温泉利用は自由。
　　　　　夜は個室でカラオケ付、飲放題。
　２日目＝午前中、秋山郷散策ツアー。
　　　　　ホテルで昼食。18 時頃新宿着。
●参加費　１万６千円（２日目の昼食付）
　　　　　二人で個室は２千円 × ２プラス。
●留意点　宿泊日７日前以降のキャンセル
　　　　　は取消料が発生
　　　　　バスは他の一般客と一緒。
●申込み　今ならギリギリ間に合います
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９
月
11
日
、日
本
教
育
会
館
ホ
ー

ル
で
地
公
三
単
産
・
地
公
退
高
齢

者
集
会
、、
翌
12
日
、
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
で
全
国
高
齢
者
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
地
公
退
高
齢
者
集
会

の
心
を
歌
で
伝
え
続
け
て
い
る
海

勢
頭
（
う
み
せ
ど
）
豊
さ
ん
ユ
ニ
ッ

ト
の「
ジ
ュ
ゴ
ン
の
海
を
守
ろ
う
」。

独
特
の
旋
律
に
載
せ
た
歌
と
語
り

は
心
に
染
み
入
り
ま
し
た
。

■
全
国
高
齢
者
集
会

　

人
見
退
職
者
連
合
会
長
は
、「
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
維
持

に
は
労
働
分
配
率
の
引
上
げ
が
必

要
。
高
プ
ロ
、
カ
ジ
ノ
法
を
強
行

採
決
し
、
９
条
改
憲
を
目
論
む
安

倍
を
参
院
選
で
追
込
み
、
退
陣
さ

せ
よ
う
。」
と
表
明
し
ま
し
た
。

　

神
津
連
合
会
長
は
、「
連
合
700
万

組
合
員
だ
け
で
な
く
、
働
く
者

５
千
万
の
た
め
の
取
組
み
が
必
要
」

と
訴
え
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
安
倍

政
権
打
倒
の
明
言
を
避
け
ま
し
た
。

　

集
会
後
「
西
神
田
公
園
」
ま
で

元
気
に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
西
沢
地

公
退
会
長
は
、「
自
然

災
害
が
頻
発
す
る
日

本
に
必
要
な
の
は
、

防
衛
よ
り
防
災
。
参

院
選
に
勝
利
し
、
高

齢
者
切
捨
て
政
策
を

進
め
る
安
倍
政
治
を

終
ら
せ
よ
う
。」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

記
念
公
演
は
沖
縄 社会保障改悪反対

戦争・原発・差別反対
安倍打倒を表明

高齢者集会

４

　

９
月
19
日
に
開
か
れ
た
都
庁
退

連
合
単
会
会
長
会
議
で
、
８
月
29

日
に
行
わ
れ
た
東
京
都
共
済
組
合

と
都
共
済
関
連
の
退
職
者
会
（
都

庁
・
区
・
東
交
・
東
水
）
と
の
話

合
い
の
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
の
朝
日
新
聞
投
稿
「
60
歳

以
上
は
厚
生
年
金
『
払
い
損
』」
を

契
機
に
、
高
齢
期
雇
用
と
年
金
の

関
係
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
礎
年
金
（
国
民
年
金
）
は
20

～
60
歳
の
40
年
間
が
加
入
期
間
で

す
が
、
厚
生
年
金
は
20
歳
未
満
・

60
歳
以
上
も
加
入
で
き
、
掛
金
は

一
率
で
す
。
20
歳
未
満
と
60
歳
以

上
の
加
入
期
間
分
は
、「
経
過
的
加

算
」
に
よ
る
救
済
も
あ
り
ま
す
が
、

40
年
超
過
分
は
、
基
礎
年
金
給
付

の
対
象
期
間
に
加
算
さ
れ
ま
せ
ん
。

「
払
い
損
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も

の
の
、
制
度
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

　

退
職
者
連
合
は
、
少
子
高
齢
化

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
基
礎
年
金

加
入
期
間
を
65
歳
ま
で
延
長
す
る

改
正
を
求
め
て
い
ま
す
が
、「
負
担

増
を
嫌
が
る
」
財
務
省
が
抵
抗
し

て
い
ま
す
。
都
共
済
都
の
話
合
い

の
今
年
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て

「
基
礎
年
金
加
入
期
間
延
長
の
障
碍

は
財
務
省
だ
け
か
、
保
険
者
の
考

え
方
は
何
か
」
を
質
し
ま
し
た
。

事
前
に
文
書
を
提
出
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
都
共
済
側
か
ら
具
体
的

な
回
答
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

都
共
済
の
年
金
財
政
は
01
年
か

ら
連
続
し
て
赤
字
で
し
た
が
、
17

年
度
は
単
年
度
で
は
黒
字
化
し
た

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
黒
字
化
は
近
年
の
株
高

に
よ
る
も
の
で
、
株
頼
り
の
危
う

い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　

年
金
積
立
金
の
運
用
は
、
国
の

指
針
で
定
め
ら
れ
た
「
国
内
株
式
・

国
内
投
信
・
国
外
株
式
・
国
外
投
信
」

へ
の
投
資
割
合
に
沿
っ
た
内
容
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
デ
ー
タ

は
都
共
済
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
閲
覧
可
能

で
す
。（
丹
野
）

今
年
も
東
京
都
職
員
共
済
組
合
と
の
話
合
い
を
実
施

60
歳
以
上
の
厚
生
年
金

　

加
入
は
「
払
い
損
」
？

基
礎
年
金
加
入
期
間

　

延
長
の
障
碍
は
誰
か
？

都
共
済
の
年
金
積
立
金
は

　

単
年
度
で
黒
字
に

都
共
済
の
年
金
積
立
金

　

運
用
は
国
の
指
針
通
り
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７
月
６
日
～
７
月
７
日
に
行
わ

れ
た
一
組
総
支
部
企
画
「
福
島

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
２
日
目

は
、
見
学
地
に
向
か
う
車
中
よ
り
、

放
射
性
廃
棄
物
を
詰
め
込
ん
だ
何

か
所
も
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ
の
山

を
見
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

最
初
の
見
学
先
は
、
富
岡
町
に

あ
る
国
有
の
「
特
定
廃
棄
物
埋
立

処
分
場
」。
ち
な
み
に
す
ぐ
南
は
楢

葉
町
だ
。
処
分
場
を
見
渡
せ
る
場

所
は
長
い
坂
道
と
急
な
階
段
の
先

に
あ
っ
た
。
埋
立
地
は
上
流
側
と

下
流
側
の
区
画
に
分
け
ら
れ
、
放

射
能
汚
染
レ
ベ
ル
10
万
Bq
／
Kg
以

下
の
焼
却
灰
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

な
い
不
燃
物
を
埋
め
立
て
て
い
る
。

　

持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
①
双
葉

郡
８
町
村
の
生
活
ご
み
、
②
汚
染

廃
棄
物
対
策
地
域
等
発
生
が
れ
き

な
ど
の
災
害
廃
棄
物
や
片
付
け
ご

み
、
③
福
島
県
内
の
下
水
汚
泥
、

浄
水
発
生
土
、
農
林
業
系
副
産
物

等
の
指
定
廃
棄
物
で
８
千
～
10
万

Bq
／
Kg
の
も
の
、
可
燃
物
は
焼
却

灰
に
し
て
埋
め
立
て
る
。

　

埋
立
地
は
、
二
重
の
遮
水
シ
ー

ト
を
設
置
し
て
い
る
が
、
下
流
側

は
収
納
容
器
の
ま
ま
、
上
流
側
は

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
比
較
的
溶
出

し
や
す
い
焼
却
飛
灰
等
を
あ
ら
か

じ
め
セ
メ
ン
ト
固
化
し
埋
め
立
て

て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
遮
水

シ
ー
ト
の
耐
久
性
や
安
全
性
等
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
が
明
確
な
回

答
が
な
く
、
環
境
省
の
対
応
に
一

抹
の
不
安
を
感
じ
た
。

　

次
の
見
学
場
所
は
、
い
わ
き
市

に
あ
る
焼
却
灰
溶
融
処
理
施
設「
メ

ル
テ
ッ
ク
い
わ
き
（
株
）」。
廃
棄

物
焼
却
工
場
か
ら
出
た
焼
却
灰
を

見
て
も
構
造
を
理
解
し
易
く
、
溶

け
た
溶
融
灰
が
真
っ
赤
に
流
れ
る

様
子
ま
で
見
ら
れ
て
、
と
て
も
面

白
か
っ
た
。
工
場
内
に
製
品
の
溶

融
ス
ラ
グ
と
溶
融
メ
タ
ル
の
置
き

場
も
あ
り
、
施
設
全
体
の
流
れ
が

良
く
わ
か
り
勉
強
に
な
っ
た
。

　

清
掃
一
組
の
灰
溶
融
施
設
は
、

現
在
、
ほ
と
ん
ど
が
縮
小
さ
れ
て

い
る
が
、
メ
ル
テ
ッ
ク
い
わ
き
で

生
産
さ
れ
る
人
工
骨
材
や
溶
融
ス

ラ
グ
は
、
復
興
の
進
む
福
島
県
内

で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
骨
材
、
路
盤
材
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
骨
材
等
に
活
用
さ

れ
、
施
設
も
順
調
に
稼
働
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

メ
ル
テ
ッ
ク
い
わ
き
で
現
場
案

内
を
し
て
く
れ
た
人
達
の
説
明
は

分
り
や
す
く
、
色
々
な
質
問
に
も

明
確
に
答
え
、
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
も
熱
意
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

清
掃
一
組
は
、
メ
ル
テ
ッ
ク
い

わ
き
と
の
連
携
も
、
選
択
肢
の
ひ

と
つ
と
し
て
検
討
し
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

　

帰
り
の
車
中
で
、「
福
島
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
の
感
想
を
述
べ
て

も
ら
っ
た
。「
大
変
勉
強
に
な
っ
た
」

「
同
様
の
企
画
が
あ
れ
ば
是
非
参
加

し
た
い
」
と
い
う
感
想
が
多
く
出

さ
れ
た
。
大
震
災
後
の
復
興
に
向

け
た
福
島
の
厳
し
い
現
状
と
、
そ

こ
か
ら
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
人

達
の
熱
意
が
感
じ
ら
れ
、
有
意
義

な
体
験
に
な
っ
た
。（
山
下
秀
男
）

一
組
総
支
部
「
福
島
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
て
(2)

処
分
場
管
理
に
一
抹
の
不
安

熱
意
感
じ
た
メ
ル
テ
ッ
ク

好
評
だ
っ
た
企
画
、
次
も

溶
融
処
理
し
、

人
工
骨
材
と

溶
融
メ
タ
ル

を
取
り
出
す

施
設
で
鋳
鉄

用
溶
融
炉
と

し
て
実
績
の

あ
る
コ
ー
ク

ス
炉
が
使
用

さ
れ
て
い
た
。

　

外
側
か
ら

富岡町にある特定廃棄物埋立処分場

放射性廃棄物搬入反対の看板

「メルテックいわき」の前にて

メルテックいわきの灰溶融施設
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さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
が
９

月
17
日
、
代
々
木
公
園
で
開
か
れ
、

８
千
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

福
島
か
ら
、
原
発
訴
訟
原
告
団
が

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
に
帰
還
困
難
地

域
を
含
め
た
仮
設
住
宅
を
な
く
し
、
被

災
者
を
切
り
捨
よ
う
と
し
て
い
る
。」

と
痛
烈
に
批
判
。
続
い
て「
原
発
ゼ
ロ
・

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
」
の
城

南
信
用
金
庫
顧
問
吉
原
毅
さ
ん
は
「
原

発
の
耐
震
設
計
は
一
般
住
宅
の
10
％

し
か
な
い
。
こ
れ
で
安
全
か
。」
と
、

早
急
な
原
発
全
廃
を
求
め
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
表
参
道
を
デ
モ
行
進
し
、

脱
原
発
を
訴
え
て
コ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

戦
争
法
の
強
行
採
決
か
ら
３
年
の

９
月
19
日
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

沖
縄
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
！

日
比
谷
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
５
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

各
政
党
挨
拶
に
続
い
て
、
安
保
法
制

に
反
対
す
る
学
者
の
会
の
上
野
千
鶴

子
・
東
大
名
誉
教
授
は
「
民
主
主
義

は
繰
り
返
し
不
死
鳥
の
ご
と
く
生
き

返
る
。
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
が
い
る

か
ら
だ
。
あ
き
ら
め
ず
一
緒
に
歩
き

続
け
よ
う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
ペ
ン
ラ

イ
ト
を
手
に
、「
改
憲
阻
止
」
等
を
コ
ー

ル
し
、
銀
座
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

都
合
の
い
い
数
字
の
断
片
を
並

べ
て
、
ウ
ソ
と
ゴ
マ
カ
シ
で
た
ぶ

ら
か
す
の
が
、
安
倍
の
常
套
手
段
。

さようなら原発全国集会安倍９条改憲NO!日比谷集会

ど
が
輸
入
品
、
穀
物
の
原
料
も
ほ

と
ん
ど
が
小
麦
な
ど
輸
入
品
、
調

味
料
、
清
涼
飲
料
水
も
輸
入
原
料

▼
攻
め
の
農
政
を
吹
聴

　

９
月
の
自
民
党
総
裁
選
で

安
倍
は
、
地
方
票
欲
し
さ
に

農
業
重
視
の
姿
勢
を
盛
ん
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
悪
徳

学
者
竹
中
平
蔵
等
の
口
車
に

乗
っ
て
盛
ん
に
農
協
叩
き
を

や
っ
て
い
た
安
倍
が
で
す
。

　

安
倍
は
「
攻
め
の
農
政
で

農
林
水
産
物
輸
出
を
倍
増
さ

せ
た
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

▼
輸
出
額
は
ほ
ぼ
倍
増

　

農
水
省
の
統
計
で
は
、
17

年
度
の
農
林
水
産
物
輸
出
額

は
８
千
億
円
で
、
５
年
前
比

1.8
倍
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成

果
と
い
う
わ
け
で
す
。

▼
そ
の
中
身
が
問
題

　

実
態
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

問
題
は
こ
の
統
計
の
中
身
で

す
。
農
林
水
産
物
輸
出
品
目

中
の
農
畜
産
物
金
額
ト
ッ
プ

５
は
、
①
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、

②
穀
物
、
③
ソ
ー
ス
混
合
調

味
料
、
④
野
菜
・
果
実
類
、
⑤
清

涼
飲
料
水
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
の
原
料
は
日
本
酒
以
外
ほ
と
ん

に
よ
る
工
業
製
品
で
、
日
本
の

農
家
と
は
無
関
係
で
す
。
国
内

農
産
品
と
い
え
る
の
は
野
菜
・

果
実
類
251
億
円
、
日
本
酒
187
億

円
、
ト
ッ
プ
５
外
の
緑
茶
143
億

円
く
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
増
え
た
の
は
工
業
製
品

　

海
外
の
「
和
食
」
ブ
ー
ム
な

ど
で
味
噌
・
醤
油
の
輸
出
量
は

増
え
て
い
ま
す
が
、
味
噌
の
原

料
の
大
豆
・
小
麦
は
90
％
が
輸

入
品
、
醤
油
に
い
た
っ
て
は
製

造
用
大
豆
の
97
％
が
輸
入
品
で

あ
り
、
工
業
製
品
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
農
水
省
所
轄

の
農
林
水
産
物
輸
出
の
ほ
と
ん

ど
が
輸
入
材
料
に
よ
る
加
工
貿

易
で
あ
っ
て
、
日
本
農
業
の
強

化
と
は
全
く
無
関
係
で
す
。

▼
安
倍
的
手
法
の
正
体

　

実
態
を
隠
し
て
あ
た
か
も
成

果
が
出
て
い
る
か
の
よ
う
に
デ

マ
を
流
す
手
法
が
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
本
質
で
す
。
ウ
ソ
つ
き

ま
に
し
て
い
て
い
い

わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。そ
う
で
し
ょ
う
。

安
倍
を
こ
の
ま

農林水産物輸出額倍増？ 安倍のウソを暴く


